
　

市
民
の
皆
様
、
議
会
報
２
月

号
で
は
、
12
月
定
例
会
・
臨
時

会
の
内
容
を
お
届
け
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
の
議
会
報
は
、
紙

面
い
っ
ぱ
い
隙
間
な
く
文
字
を

並
べ
て
編
集
し
、
こ
れ
を
よ
し

と
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
近
の
編
集
で
は
、
重
要
な

決
定
事
項
を
中
心
に
、
カ
ッ
ト

や
写
真
を
多
用
し
、
読
ん
で
み

た
く
な
る
、
見
た
目
も
ス
マ
ー

ト
な
編
集
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

定
例
会
や
臨
時
会
の
内
容
を

も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
大
村
市
議

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

今
後
も
広
報
委
員
会
で
は
、

広
報
部
会
（
議
会
活
動
検
証
組

織
）
で
の
研
究
と
合
わ
せ
て
、

議
会
報
の
改
善
・
進
化
を
推
進

し
ま
す
。

　

紙
面
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆

様
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。　
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市民と
議会の
つどい

市民と
議会の
つどい
 語ってみゅ～か！

　市民と議会のつどい（10月28・29日）
において、皆様からいただいたご意見・ご
要望は、市政一般質問で取り上げるととも
に、所管の常任委員会ごとに振り分け、専
門的に調査・研究を行い、随時、議会だよ
りやホームページでご報告してまいります。

スポーツ・文化部等が全
国大会へ出場した場合の
助成措置はどのように取
られているのか。

理事者から「全国大会の
基準に合致しているもの
については、文化基金等
において助成を行ってい
る」との回答。新しく創
設された「こども夢基金」
（３ページ参照）におい
ても、活用事業として全
国大会出場チームへの助
成金等の検討を行うよう
要求しました。

バス路線の廃止、減便に
より、自宅の近所に商店
がない高齢者が買い物難
民となっている。対策を
講じてほしい。

理事者から「現在バス路
線の抜本的な見直しを
行っている。今後も県と
協議しながら23年度中に
バスの再編を行う予定で
ある」との回答。県営バ
スありきの議論ではなく、
デマンド交通システムな
ど新しい交通形態を構築
し、市民生活に出来る限
り負担をかけないよう要
求しました。

市長が「市内8地区に自
由に使える予算を設ける」
と言っていたが、本当か。

市政一般質問において数
名の議員が質問。市長か
ら「市内８地区に、人口
規模や面積などに応じた
予算を配分し、地域の活
性化や安心・安全、地
域コミュニティの再生のた
めに実施すべき事業を、
地域で決定、実施してい
ただくものである。予算
については、１地区の限
度額を500万円以下と想
定している」との回答。

まちづくりとして、市街地
再開発と新幹線駅前開発
といった２つの重点開発
を行うのは無理ではない
か。

理事者から「新幹線駅
前開発は、市街地再開発
と違って大規模な商業施
設などは考えておらず、
駅舎、駐車場、駅前広
場など、必要最小限のも
のを考えている」との回
答。議会でも、事業費な
ど財政面を中心に、今後
も２つの開発に注視して
いきます。

デマンド交通システムとは，地元のタクシー会社や自
治体の小型乗合自動車で，利用者を自宅などから目的
地まで効率的・低額で送迎する新しい交通システムで
す。総務委員会では、長野県上田市のデマンド交通
システムを視察に訪れるなど、このシステムについて調
査研究を行っています。

大村市議会では、平
成21年度より新幹線
対策等特別委員会を
設置し、市の費用負
担や新駅周辺整備
等について、市と協
議を行っています。 新幹線新駅予定地


